
■総合討論
　　全員参加型

　　アンサーパッド討論

「そこが聞きたい LECS の本音」
～外科医と内科医の言葉には出しにくい思いを相互理解～ 
 "Let's have a heart-to-heart talk about LECS."
~ To boost mutual understanding of true feelings of surgeons and gastroenterologists ~  

司会　青柳裕之先生（福井県立病院消化器内科 )　　
　　　宮永太門先生（福井県立病院上部消化管外科）
Moderator: 
Hiroyuki Aoyagi, M.D., PhD, Department of Gastroenterology, Fukui Prefectural Hospital
Tamon Miyanaga, M.D., Chief Director, Fukui Prefectural Hospital Department of Surgery

　患者さんのために内視鏡医と腹腔鏡医が協同して、より体にやさしい治療を目的に発展してきた LECS

は広く普及してきたものの、さらなる発展が期待されております。

　LECS における適応の拡大、新しい術式の考案やより良い導入法などについて、意見交換や情報共有が

強く望まれます。本会での他のセッションで、現況の報告や新しい技術の情報提供により活発な議論がさ

れています。しかしながら、参加者全員のなかなか言えない本音や、平均的な意見の集約は、短時間では

難しいかと存じます。

　そこで本セッションでは、恒例になりましたがアンサーパッドを用いた全員参加型のアンケートを通じ

て、LECS の現状、問題点、展望などについて広くディスカッションできればと考えております。エキス

パートからこれから導入しようとしている方まで多くの方にご参加いただき、活発な討論を行いたいと存

じます。


